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エ
ル
ぺ
ル
フ
尤
ル
ド
救
貧
制
度

. 

'ニ
六

社
會
政
策
の
要
浓
す
る
所

は

、̂

し
て
此

j

事
の
み
を
以
て
足
れ

6
,

と
す
る
能
.は
す
？
此
以
外 

に
貧
民
を
し
て
受
救
狀
態
の
下
に
於
て
尙
ほ
家
庭
を
存
續
し
、獨
立
民
に
近
き
叉
は
獨
立
民
把 

る
を
得
る
生
活
を
營
ま
し
む
る
の
用
意
な
か
る
可
於
ら
少
。
英
國
は
養
老
年
金
法
、國
民
保
險 

法
其
他
の
政
策
に
依
て
、此
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
に
對
し
て

「

エ
ル
ベ
ル
フ
尤
ル

ド

#

貧
制
度 

は
戸
外
救
助
に
伴
ふ
弊
害
を
避
け
て
同

一、

の
目
的
を
果
さ
ん
と
す
。
而
し
て
國
民
料
公
共
に 

對
す
る
義
務
と
し
て
、無
給
の
救
貢
吏

.

員
.允
る
に
至
つ
て
此
制
度
の
効
果
大
な

6

と
す
。

露

國

の

政

體

(C

付
て

田
中

27

傅
へ
云
分
、露
帝
一
一
コ
ラ
ィ
第
一
世
の
ぺ

r

ル、モ
ス
グ
ヮ
間
に
六
西
四
露
里
の
鐵
軌
を
‘敷
設 

せ
し
む
る
や

»

|

展
、ぺ
て
一
直
線
を
劃
し
、刺
命
に
ょ
，ジ
て
線
路
を
定
め
欠

6

と
、夫
れ
或
は 

然
ら
ん
。
然

6

と
雖
名
彼
の
西
紀
一
八
三
七
年
を
以

<

落
成
し
；露
國
最
古
の
鐡
遒
な

6

と
云 

は
£

る
ぺ
テ
ル
帝
都
、ッ

.

U

ヶ
i

 

i

宮
間
二
十
ニ
露
里
の
鐵
路
の
.如
字
的
に
一 

直
線
？

V
®

分
時
は
、ニ
 

 ̂

.ラ
ィ
第
一
世
に
關
す
る

I

Q

S

此
の
線
路
上

6

•彼
に
移
さ 

作
^

る
に
は
あ
ら
す
や
と
の
疑
を
起

3

す
ん
ば
あ
ら
ず
。
俗
間
傳
說
の
輕
ダ
し
く
信
匕
難
き 

こ
と
碜
今
觅
事
新
し
く
云
ふ
ま
で

$

な
'

く
、隨
て
己
の
俗
說
に
基
き
<
各
國
の
政
體
を
論
評
せ 

ん
こ
と
は
極
め

V

危
險
な
；
6

。
勿
論
洋
の
東
西
を
問
《
す
、法
制
沿
革
の
事
跡
は
自
於
ら
其
揆 

.

を
一
に
す
み

U

に
u

t

i

、そ
の
間
亦
、息

S

影
？

 

t

.國
民
性
の
相
違 

に
ょ
6

、將
杧
又
特
殊
の
事
情
に
ょ

6

て、歴
史
上
幾
多
の
變
態
を
呈
す
る
こ
と
な
く
ん
ば
あ
ら 

す
。
敌
に
余
輩
は
妓
に
聊

/P

露
.國
政
體
の
沿
革
を
究
め
を
の

0

質
を
圾
に
す
る
の
一
肋

V

沿

露
-®
の

政

體

に

请

て

 

:

.
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露
國
の
政
黻
に
付
て

1i
>
A
 ̂

1
C 

^
9
-
0 

. 

、 

"

二

キ
— H

フ
時
代

.

.

»

西
®

の
建
厪
に
關
し
て
は

*

A

入
寇
の
結
果
に
し
て
、古
代
の
露
國
は
英
國
叉
は
シ
チ
ナ 

ア
國
と
同
ヒ
く
、北
人
の
建
設
に
係
れ
，り

1

C

云

矛

の
外
科
學
上
斷
言
し
得
る
と
能
は
ず
。

バ
ル 

ト
海
の
沿
岸
に
住
ひ
し
フ
ィ
ン
人
は
瑞
典
民
族
を
稱
し
て
リ
ス
叉
は
ル
ス

i

呼
べ
6

。
ネ
ス 

ト
ル
の
年
代
紀

の
所
謂
ィ
ル
メ
ン
湖
畔
の

.

ス

ラ
ー
グ
人
に
招
聘
せ
ら
れ
、遂
に
之
に
君

达̂
り 

と
傳
へ

fc

る
、ワ
レ

ー

ゲ
ル
人
出
身
の
三
同
胞
リ
ユ

ウ

リ

ック、シ
ネ
ウ
ス
、

ツ

ル

グ
ヲ

I

ル

の

名 

は
ス
ヵ
ン
デ
ナ
グ
ィ
ア
語

の
！
！

れ
る
な
6

0

而
し

v

 

.三
同
胞
招
聘
の
傳
說
は
、之
を
歷
史
上
よ 

4

說
明
す
れ
ば
、ス
ヵ
ン
デ
ナ
グ
ィ

/

よ
-

o

ビ
f

ン
チ
才

\

に
至
る
、所
謂
東
路
に
當
れ
る
地
方 

•

全
刟
を
、北
人
の
占
領
せ
し
事
實
を
、象
徵
せ

る
；！ p

の
な
.
る
と
言
を
俟

^

岁
。
こ
の
東
路
は
バ
ル 

ト
海
よ

6

.

ネ
グ
河
，一
フ
ド
が
湖
、グ
オ
ル
ヒ
ヨ
ー
河
、ィ
ル
メ
ン
湖
を
經
て
、北
流
し
て
之
に
注
げ
る 

$

河
を
谈

6

短
距
離
の
分
水
地
域
を

*

え
て
、ド
ネ
ー
ブ
ル
の
河
系
に
出
で

^

6

。
露
國
の
年 

代
記
は
常
に
之
を
ヮ
レ

—

- /

ル
人
卽

ち

北
人
の
許
よ

6

希
臘
入
.の
許
に
至
る
の
通
路
と
呼
べ 

6

0

か
く
て
キ
ー
卫
フ
は
露
人
の
首
都
と
な

6

、露
人
は
同
地
を
本
據
と
し
て
ド
ネ
ー
ブ
ル
江
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j

I

|

の
ヒ
’

流

一

帶
の
地
並
に

/

,

グ
‘ゴ
.

ロ
ー
ド
方
面
に
制
令
を
加
へ
杧

6

。
敌
ヒ
第

十
二
世

就
に
宁 

る
ま

<
考

丨
JP
:

フ
並
に
附
近
の
.地
方
は
露
西
亞
と
呼
ば
れ
把

/

ノ。
君
侯
％
亦
を
の
隨
從

S

徐 

//

に
環
境
住
民
の
影
響
を
受
け

<

ス
ラ
I

グ
化

^

れ
し
1

而
3
 

"
ス
人
な
る
舊

«

稱
は
保
存 

せ
ら

れ
、新
鄕
土
は
、*
西
亞

と
稱

せ
ら
る
、

こ
と
、

な
れ
.
り。

上
古
ょ

6

露
人

.
の
間
に
行
は
れ
杧
る
習
慣
法
は
、ス
ラ
丨
グ
民
族
の
住
居
せ
る
被
征
服
地
方 

に
實
施
さ
れ
杧
る
名
の
、
如
く
、露
人
と
希
鼷
人
と
の
條
約
文

5

將
お
叉
、露

國

律

令

の

正

條

，
 

に
名
共
に
記
錄
せ
ら

.

れ
杧
6

。
伹
し
こ
の
北
人
の
輸
入
せ
る
新
君
主
制
度
と
相
尬
ん
で
ス
ラ 

丨
グ
民
族
固
有
の
制
度

^

る
グ
工
ー
チ
卫
即
ち
民
會
名
亦
存
續
し
杧

6

。

ィ

，
ロ

ワ

ィ

ス

キ

ィ
.

の
露
國
史

(

八
代
六
郞
氏
譯

)

に

『

藤
刺
芨
人
は
集

<

一
 

國
を
な

さ
ず
、諸
族

各

其
族
長

卽
ち

一
家 

或
は
.
宗
族
中
の
長
老
の
司
酤
を
受
け
、分
立

じ
て
生
を
營
み
杧

6

。
此
の
長
老
張
勝
々
公
共
の

‘

事
を
議
す
る
爲
め
會
集
す
る
こ
と
ぁ

-

、此
の
會
を
名
け
て
民
會
と
稱
せ
ろ

』

と
ぁ

t

の
、卽

.

.

.

ち
是

U

し

V
、

西
紀
八
六
ニ
年
に

i

ヴ
リ
ツ
グ

.

等
を
巡
へ
し
滕

1

諸
部
族
、豫
め
會

f

開
き 

n

、ネ
ス
ト
ル
の
年
代
紀
に
見

f

f

ン。
叉
同

b

年
代
紀
に
ド
レ

-

グ
リ
ア
人
曾
て
、君
侯

如
マ
ル

i

に
f

 

V

i

 

i

ッ

ノ
ノ
の
子
ィT

ル
殺
戮
の
許

f

m

る
は
、君 

. 

二九

—

露
國
の
顿
體
に
#
て
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露
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の
政
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に
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て

 

、
 

一一一ひ
 

侯
於
民

#

に
諮
6

し
こ
と
を
云
へ
る

'̂

ら
ん
。

n

ヮ
レ
，ゾ
ス

-t
-

丨
敎
授
は
#
て
牛
律
大
參
の 

講
義
に
於
て
、こ
の
露
國
最
古
の
民
會
の
特
色
は
、西
紀
第
十
世
紀
の
末

に

は
全
く
そ
の
痕
跡
を 

失
へ
る

$

の
な
る
於
蓋
し
一
黨
一
族
の
會
議
若
く
は
之
於
聯
合
會
に
し
て
、一
都
會
の
住
民
の 

會
議
に
あ
ら

^

6

し
點
に
在

6

、故
に
當
塒
の
民
會
は
ヶ
ー
サ
ル
並
に
タ
キ
ツ
ス

'が
古
代
の

H
 

耳
曼
人
の
間
に
發
見
し
杧

6

し
部
族
會
の

f

種
な
-
り
き
云
々

i

云
へ
6

0(

s

a

x〖

m

e
 K

o
v
a
l
e
v
s
k
y

 

ô
d
e
m

 

C
u
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)

彼
の
慶
咐
南
川
の

^

畔
に
開

^

る
^
羅
の 

議
會
％
亦
之
と
性
質
を
同
ぅ
せ
し
な

る

可
く
、三
國
遺
事
に
前
漢
地
節
元
年
壬
子

(

西
紀
前
六
九 

年)

三
月
朔
、六
部

S

率
一
子
第

1

俱

，

於

閼

川

岸

よ

議

日

我

輩

上

無
：：

君

主

；臨a

蒸
民
；民
皆
放
逸
、自 

從
.

所
，欲
#

'

*

%

德

人

；爲
ー
一
之
君
主
五
れ
設
み
都
手

i

て
始
«!

、#

届
®
を
迎
へ
杧
る
當
肺
の
こ
と
を 

錄
せ
る
於
小
露
西
茆
建
國
の
事
情
と
符
節
を
合
す
る
の
點
あ

6

。

然
る
に
西
紀
第
十

}

世
紀
の
朝
よ

-C
S

露
國
の
民
會
は
、全
く
そ
の
性
質
を
一
變
し
、多
.少
獨
立 

せ
る
政
治
上
の
中
心

I

J

な
れ
.
る
都
會
の
民
會

.
と
な
れ

6

。

こ
れ
當
滕
の
露
國
於
全
く
そ
の

_

 

體
の
後
世
の
發
展
と
相
背
馳
せ
る
の
性
質
を
具
備
せ
し
が
爲
に
し
て
、そ
の
領
域
は
實
に
東
邦 

よ
/

ノ
彼
の

n

 

•ノ
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
並
に
黑
海
を
經
て
盛
ん
に
谷
方
面
に
遠
征
を
試
み
空
前

31

絕
後
の
活
躜
を
試
み
し
北
歐
ス
力
ン
デ
ナ
グ
ィ
ア

A

の
許
に
至
る
重
要
な
る
通
商
上
の
孔
道 

の
左
右
ー

」

位
せ

/
七
敌

_

に
後
世
の
露
國
に
於
て

.

は、む-の
初
期
の
赌
代
に
於
け
る
於
如
く
歷
史 

上
に
都
會
の

#

力
を
及
ぼ
し
、
と
眢

<

あ
る
な

く

、/
ヴ
ゴ
ロ

 

I

ド

と

キ

I

X

プ
と
は
南
北

r
 

對
奢
し

y

商
業
上
の
覇
權
を
握

6

、f

不
1

ブ
ル
江
畔

U

位
せ

5

モ
レ
ン

K

グ、並
に
大
ハ
ィ 

ブ
ス
湖
に
接
せ
る
ブ
ス
コ
フ
の
如
き
名
.通
商
上
侮
る
可
か
ら
次
る
の
地
歩
を
占
め
杧

6

。
露 

嘯
が
經
濟
上
後
世
ょ

--O
s

名
却

V

國

於

V

比
較
私
貨
幣
經
衝
の
發
展
を
見
す
る
は

V

丨 

れ
舣
爲
な

6

0

ス
ズ
タ
ル
の
年
代
紀
西
紀
一
一
七
六
年
の
條
に
は

『

/

' /
'ゴ
.

、丨
ド
、ス
乇
.レ

ン
ス
グ

f

 

H

 

r
s
f

ス
グ
の
民
並

U

露
西
亞
各

S

民
は
'

往
古

t

.

民
會
を

5

て
協
歎 

S

?

日
，
p

s

f

 

m

 

i

t

。

, 

r

-

d

ら
大
都

S

民
會
嘉
權

5

の
日 

U
?

は
？

S

t

し
S

嘉國の如く、
急
重
力
の
中
心
の
主
業
方
面 

に
移
ら
ん
と
す
る
の
國
菅
言

S

H

营

以

m

.

l

l

展
.の
I

忙
る

.
乙
と
能

«

? '

ぁ

な
6

。

ニ

蒙古人

跋

扈

時代
 

.

降
i

人
跋
扈
し

露
國

i

響

苦

み

し

赌

代

f

 

c
 

著

露
國
の
政
—

に
#
て 

,
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露
菌

-(

7)
'
政
_
體
.に#.て

丨■く

形
勢
の
變
化
を
呈

し
.H

t

先
づ
第
一
に
記
す
可
き

は
、
^
に
キ 

始
さ
れ

杞
る
グ
才
ル
ガ
江
上
流
尬
に
才
ヵ
河
地
方
植
民
の
完
成
こ
れ 

丨
土
フ
地
，

方
の
小

露
西
亞
に
對

し
て
大

露
西
亜
と
稱
せ
ら
る

ア
の
如

く
、
將
杧
ヌ
大
日
本
の
如
く
、

而

し
て
現
今
露
國
の
櫪
軸

fc
A

o

て
の
地
方
に
は 

ィ
ン
人
届
住
せ
し
か
、.ス
ラ

ー

グ

人
の

植

民
■•
は
、或

は
ド
，ネ

I

プ

ル

江

方
而

ょ

6

、或

は

/ 

丨
ド
方
面
よ

6

、徐
々
に
森
林

•

を
開
墾
し
つ
、
前
進
し

t

ろ
。
伹
し
フ
ィ
ン
人
の
占
湏

域
は
キ 

グ
レ
キ 

元
來
フ

グ

ゴ

口

三ニ 

.

丨

H

フ
槠
代
に
於

V

開 

に
し
て
、こ
の
新
植
民
地

' 

、
こ
と
、恰
於
名
マ
グ
ナ
、

^

方
に
露
人
の

¥

民
し
^

る
事
情
は
殆
ん
ど
脖
を
同
ぅ
し
て
行
は
れ

^

る
、エ
ル
ベ
、ド
ァ

レ
兩 

位

せ
る
、ス
ラ

ー
グ

人
の

住
居
地
を
、獨

逸

の

王
候
の
征
服
し

f t
6

し
狀
態
に

比
す
る 

そ
の

趣
を
異
に
せ

/

ノ。

露
人
の
植
民
は
寧
ろ
極
め
て
平

_

的
に
し
て
、ス
ラ
ー
グ
人 

人
と
の
浪

r

は

今
日
！

ル
◊

衆

方

に

艰

け

る

ス

ラ

ー

グ

人

と

獨

逸

人

と

の

^

こ
^
、
 

け
る
よ

6
 
S

遙かに盛んに行はれし、

が

如
し
。
故
に
現
今
の
大

露
西
亞
人
は
例
へ
ば 

日
韓
人
の
如

き
、同
一
人
種
に

屬
す
る

異
民
族
の
混
淆
せ

る
に
あ
ら
す
し
て

'

ニ
個
の
里
、

\

種
P

河

東

方

に
 

塒
は
、全
く

フ
ィ
ン

ち
r

丨
ル
ア

A

種
i

»

-6
A

種
と
の
能
く
混

®

し
得
^
る
好
箇
の
實
例
を

^

供
せ
ろ

o

 

に
象
古
人
趿
扈
璐
代
に
於
て
、モ
ス
グ
.ヮ
の
霸
權
の
下
に
政
治
上
の
中
央
集
權
行
は

：
I

te
r

I
S

I

i

露
國
領
土
の
糾
合

ft

韃
龃
滕
代
の
特
徵

tc
6

、根
.
本
的
事
實

fc
6

。
モ
ス
グ
リ
は
地
理
上

. 

形
勝
の
地
點
を
占
め
し
が
爲
、新
植
民
地
域
■卽
も

大
露
西
亞
方
而

に
於
て
、經
濟
上
文
物
上
之

が 

中
6

®f
i

fo

る
可
き
宿
命
を
有
し

^

る
が
上
、幸
に

^p

リ
ユ

ゥ
リ
ツ
グ

家
の
乇

ス
グ

ヮ
統

は
、
遺
產 

相
續
に
際
し
て
、領
土
を
分

*

せ
る
と
比
較
的
.に
稀
ビ
國
家
は
常
に
復

'^
一
 

人

の

售

裡

に

絞

轄

,
 

3

れ
し
を
以
て
、發
展
上
頗
る
便
宜
を
得

t
 

6

。
加
之
モ
ス
ク

V

の
大
公
は
薩
萊
の
韃
龃
汗
に 

對
し
て
親
密
の
關
係
を
保
ち
し
よ
ゲ
爾
餘
の
諸
侯
名
事
あ
る
毎
に
次
第
に
モ
ス
グ
リ
に
依
賴 

す
る
の
勢
を
成
せ

6

0

蒙
古
人
の
桎
梏
を
脱
し
得

た

る

ィ

r

ヮ

ン
第
三
世
ニ
四
六
ニ

 

I
 

| 

;:&

〇
五
年

)

の
治
世
に
於
て
《
、大
露
西
亞
は
旣
に
實
に

一

人
の
掌
裡
に
統
一
せ
ら
れ
允
/"。
故
に 

.獨
逸
に
於
て
燠
太

利
、ヅ
ロ
ィ
セ

Z

等
於
諸
侯
の
ぅ
ち
に
在

6

て
斬
然
と
し
て
頭
角
を
現
は
せ 

る
が
如
く
、露
國
に
於
て
名
亦
、政
治
上
の
統
一
に
於

V
、

成
功
し
得

'f
c

る
は
領
土
の
重

J6

を
植
民 

地
方
面
に
於
け
る
諸
侯
な

6

き
。
關
東
の
植
民
地

.に
根
據
を
置
け
る
源
氏

'

S

政
權
を
武
門
の 

、
 

手
に
收
：
$

杧
る
名
同
一
樑
の
現
象
に
し

.

て、辣
腕
を
槌
民
地
に
撣
ひ
杧
る
政
治
家
が
、將
來
本
國 

の
政
界
に
跳
梁
せ
る
は
、羅
馬
に
於
て
然

6

、日
本
に
於
て

$

亦
然
ら
ん
と
す
。

33
國
家
の
空
間
的
膨
服
と
游
を
同
ぅ
し
て
'キ

t H

プ
槠
代
に
於
け
る
國
內
政
治
上
の
喪
素
は

.

•

.

|路

國
の
政

體に付て
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.

露
國
の
政
親
に
付
て

.

.

’ 

三
四
，

著
る
し
く
そ
の
勢
力
を
失
へ

6

。
キ
ー
尤
プ
脖
代
に

.

あ
ヶ
て
咚
君
侯
は
.常
に
鄕
士
と
民
會
と 

を
憚

6

、t
.

の
ニ
.
種
の
政
治
上
の
要
素
は
重
要
視

3

れ
.

し
に
、然
る
に
露
國
の
東
北
部
に
於
い
て 

は
民
會
は
殆
ん
と
政
治
界
の
視
界
ょ

6

.

隱
れ
、僅
か
に
舊
市
ノ
グ
ゴ

.
S

丨
ド
の
ィ
ョ
ヮ

X

第
三 

他
の
赌
ま
仑
、そ
の
獨
立
を
保
て
る

$

.の
あ
る
に
過
ぎ
次

6

き
。
蓋
し

商

H

業
の
勃
興
せ
次
る 

純
然

^

る
農
業
地
方
に
在

6

て
は
、都
會
は
そ
の
發
展
を
遂
ぐ
る
能
は
ず
、都
會
と
稱
せ
ら
る
、
 

名
の
は
實
は
用
兵
上
の
要
地
に
し

y

、行
敗
上
の
中

*

杧
る
に
過
ぎ
次

6

し
を
以
て
な

6

。
而 

し
て
前
世
紀
に
至
る
ま
で
露
國
に
第
三
階
級
の
全
く
缺
如
杧

6

し
こ
と
、又
同
一
の
事
情
に
基 

於
宇
ん
ば
あ
ら
ず
。
次

.に
キ
ー

H

プ
滕
代
に
在

6

て
は
、君
侯
は
一
群
の
不
覊
自
由
な
る
鄕
士 

の
上
に
立
ち
を
の
輔
佐
に
ょ

^o

て
君
侯
の
位
を
獲
得
し
確
保
し
、領
土
を
統
御
し
杧
り
き
。
這 

般

Q
,

鄕
士
は
君
侯
の
絕
對
的
砭
隸
に
あ
ら
ず
し

て、

之
に
對
し

V

自
由
な
る
契
約
的

個
人
的

輔 

佐
の

任
に

當
る
に
過
ぎ

^

6

き
。
故
に
君
侯

と
.

鄕
•士
と
の
間
に
意
見
の

衢

突
起
る

や、
鄕
士
は 

一
團

と
し

<

名
將
杧

一
個
人
と
し
で

-

名
、君
侯
の
制
令
を
泰

b

之
に
服
役
す
る
こ
と
を
拒

み
、背 

き
<

之
を
棄
る
の
權
利
を
有
し
亿

6

。
隨
て
鄕
士
の
意
見
、少
く
名
最
名
有
力
な

る

鄕
士
卽
ち 

^

0

の
意
見
は
、大
事
を
決
す
る
に
當

~

0

て
君
侯
を
動
か
し

^

6

。

然
る
に

モ

ス

グ
V

脖
代
に

35

X-

A
ノ
て

形
#

は

全
く

一
 

變
し

te
i

國
家

の
統

一
成

ふ
.と共
に

■
土
は
佌
の
茗
侯
に
仕

分

か
 

の
機
龠
を
奪
は
れ
、を
の
服
役
拒
絕
權
は

消
滅
し

杧
6

0

し
加
之
、キ

H

フ
滕
代
の
貨
幣
經
濟
制 

度
は
今
や
過
去
の
舊
夢

‘
と
化
せ
ン
ノ
。.•七
ス
グ
リ

_

代
の
農
業
的
露
西
亜
に

.

在
6

て
«
、流
通
貴 

金
厕
は
全

く.

缺
乏
し
杧

6

。

盏
し
之

を

手
に

し

得
可
き
唯
.一
の
手
段
は
農
産
物
を
ノ
グ
ゴ
ロ 

丨
.•
ド
に

送
■
り
'

そ
の
媒
介
に

ょ
6

て

之
を
ハ
ン
ザ
に
供
紛
す
る
ぃ
在

み

き
。

而

^

>

か

く

の
勿
く 

に
し
て

、露
國
に
齎
ら
さ
れ
杧
る
貨
幣
は

'
蒙
古
，人
に
銅
む

る
の
朝

貢
と
爲

6

て、
稗
び
露
國
ょ

/

,
 

排
出
さ
れ

^

れ
ば
、結
局
自
欽

i

濟
乃
制
度
は
、惟

6

露
國
に
行
は
る
、
こ
と
、
な
れ

6

0

且
又 

[:
*

民
に
對
し
て
尊
制
權
を
行
使
せ
る
韃
齟
君
侯
の
實
例
$
政
治
上
に
影
饗
せ
し
こ
と
少
か
ら 

支
'貴
疾
に
對
す
る
モ
ス
グ
ヮ
大
公
の
政
權
增
進
す
る
と
共
に
蒙
古
汗
を
糢
範
と
す
る
の
勢
は 

益
々
熾
に

#

て
自
由

T>
«

な
6

し
鄕
士
は
今
や
親
か
ら
モ
ス
グ
ヮ
人
の
隸
從
な

6

と
稱
し
且 

し
か
く
感
ず
る
に
至
れ

6

。
伹
し
鄕
士
の

#

力
は
し
か
く
衰
へ
杧

6

と
雖
名
、而

.
％住
赌
の
细 

士
赌
代
の
遺
物
と
し

V

貴
族
階
級
の
代
表
者
を
以
て
組
織
し
女

る

貴
族
會
議
は
、大
公
.幷
に
後 

.貴
の

ッ
ァ
ー

ル
の

治
下
に
存
續
し
允

6

0

萆
し
西
«
第
十
六
世
紀
の
中
葉
に
至
る
ま
で
モ
ス 

グ
ヮ
の
君
候
を
助
け

<

文
武
の
政
事
を
行
ひ

レ

名

の
は
貴
族
に
の
，み
限
ら
れ
、貴
族
は
出
^
、

■

露
國
の

.政

'蹬

に

付

て

rc
r



.露
國
の
政
體

It
.
.付
て
.

. 

三
六
.
.

は
地
方
の
長
官
と
し
て
、總
督
の
こ
と
を

行
；： 3
、

入
て
は
貴
族
會
議
.の
議
員
と
し
て
施
政
の
ヒ 

獻
替
し

'f
c

6

。
•實
に
如
何
な

6

法
律
名
豫
め
貴
族
會
議
の
協
替
を
經
チ
ん
ば
公
布

3

る
、
 

得
梦
、君

■
侯
幼
沖
の
塒
は
貴
族
會
議
國
事
を
左
右
せ

6

。
故
に
蒙
古
人
跋
扈
肺
代
に
次
げ
る 

ス
グ
ヮ
脖
代
に
於
て

«

、こ
の
貴
族
の
專
恣
を
制
止
す
る
を
以
て

.

君
險
の
主

^

る
任
務
と
な

せ モ を に

三
モ

ス
ク
ワ

時代

モ
ス
グ
ヮ
の
大
公
ィ
ョ

V

ン
第
四
低

/J
I

ツ
ア

の

尊

稱
を

用
ゐ

1C

る

後

¥

卽

ち

西

紀

■
 

ゼ
ム
ス
キ
ー
义
ボ
I

ル

五
五
〇
年
を
以
て
階
級
總
會
議
の
召
集

3

れ
し
は
全
く
上
流
貴
族
を
抑
應
せ
ん
於
爲
な

_

_
•/—

マ

，

4*

ス
ヴィ
K
ir

ン
；j
ソボー
ル

き
。

是
よ

6

先
露
國
に
は
貴
族
會
議
の
外
に
神
塑
會

.

議
と
稱
す
る
？
の
ぁ

6
 

V
、

僧
芷
管
長
等

を
以
て
之
を
組
霸
し
、宗
務
を
討
議
せ
し
於
、こ
の
年
に
至

6

、雨
會
議
の
議

1

に
加
ふ
る
に
觅
に 

下
級
貴
族

®

宫
#

郧
住
民
の
代
表
者
を
以
て
し
玆
に
階
級
總
會
議
の
成
立
を
見
杧

6

。

こ
の 

總
會
議
は
或
は
英
國
の
如
く
兩
院
を
成
し
或
は
佛
國
の
如
く
三
院

を
な
し
、

或
は
五
院

を
成
し
、
 

西
紀

一

五
六
六
年
の
如
き
實
に
八
院
を
成
せ
し

'が(
p
.
c
h
a
r

rrs
:
L
e

 

p
a
r
l
e
i
n
t

 

r
u
s
s
e
,

 

p
.

 16)

そ
の
組 

織
沿

-¥

に
澈
て
は
晉
て
法
學
博
士
戸
水
氏
に
露
两

5[
1

の
國
會
と
題
す
る
小
册
子
の
著
ぁ

6

又
、

I

I

I
[
!

S

I

上
述
せ
る

’

ヮ
レ
ウ
ス
キ

ー

歡
授
の
講
演

#

に

名

一

.章

を

設

け

て
之
を

詳
述
し
ぁ
れ
ば
'敢
て 

被

r

之
を
反
複
す
る
の
必
要
な
く
、リ

ユ
ウ
リ
ツ
グ

^

の

絕
え
女
る

«

に
方

6

、西
紀
一
丄
ハ

一
三 

年
に
於
て
、现
今
の
露
國
帝
室
の
太
祖
ミ
ハ
ィ
ル
、ロ
マ
ー
ノ
ッ
フ
が
ツ
ア
ー
ル
の
位
に
卽
き
し 

は
實
に
階
級
總
會
議
の
選
擧
に
ょ

6

し
を
思
ふ
塒
&
何
人
名
そ
の
食
權
に
就
て
疑
威
を
挾
む 

乙
と
を

# .

次
る
可
し
。
伹
し
彼

#

大
帝
が

.

西
紀

一

六
九
八
年
舞
姉
ソ
フ
ィ
ア

1
の：異
圖
を
妨
げ 

ん

と
し
て
、階
陝
總
會
議
を
召
集
し
允
る
、以；來
遂
に
再

び

そ
の
開
會

を

見
す
ど
れ
皇
帝

の
専
權 

確
立
し

*

る
爲
な
る

こ
と

は
、康
て
玆
に
之
を
言
は

r

し
て
可
な

6

。

モ
ス
グ
ヮ
赌
代
の
露
國
憲
法
皮
に
於

\

殊
に
注
意
を
要
す

’

る
は
そ
の
農
政
史
な

6

、何

I

な 

れ
ば
農
業
の
進
步
は
、法
制
の
發
展
と
相
併
行
す
る
も
の
に
し
て
、而
名
之
に
影
響
を
及
ぼ
^
ず 

ん
tf
lH

ま
岁
、且
叉
モ
ス
グ
ヮ

#

代
の
露
國
に
於
て
は
、±
地
は
實
に
資
本
の
唯
一
の
形
式
を
構 

成
し

^

れ
ば
な

6

。
而
し
で

.

こ
の
拇
代
の
ニ
大
特
色
は
益
々
農
.民
を
耕
作
地
に
覊
朿
せ

る
こ 

と
抑

U

知
行
制
度
の
發
展
せ
る
こ
と
こ
れ
な

6

。

：

画
內
に
於
て
毫
名
货
幣
の
存
す
る
名
の
な 

於
ぅ
し
が
故
に
、大
公
畔
に
後

®

の
ツ
ア

1

ル
は
宮
内
官
幷

.

U

軍
人
を
扶
持
す
る
に
方

6

、勢
ひ 

そ
の
能
く
自
由
に
處
分
し
锝
可
き
廣
漠
允
る
土
地

5:

以
て
之
に
充
て
ぎ
る
を
得
次

6

き
。
券

餺
國
の
政
體

R
付
て 

,
 

三七
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露
痛
•の
政
體

.：亿付
て

, 

三八

院
幷
に
貴
族
：

S
P

亦
そ
の
隨

.
從
の
勤
勞
を
偾
ふ
に
知
行
を
以
て
し

tc
6

。
’

知ハ
4

の
If
t

質
は
、そ
の 

收
穰
能
く
領
主
を
し
て
恒
に
主
君
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
得
し
め
、且
衣
食
は
勿
論
乘
馬
武
具
を 

備
辨
せ
し
ひ
る
に
在

6
.
0

而
^P

隨
從
は
主
君
に
奉
仕
せ

^

る
を
得
^
る

 

'於
故
1C

、
親
/;
>

ら

發

隹
 

し
て
土
地
の
收
獲
を
鈉
ひ
る
の
餘
裕
な
し
。
隨
<
知
行
は
槪
し
て
住
民
の
規
存
せ
る
地
方
に 

限
ら
れ
農
民
は
小
作
人
と
し
て
之
に
住
へ
る
名
あ
：

6

、或
は
初
よ

6

そ
の
•

耕
作
地
を
所
有
せ
る

. 

%

あ
6

き
。
彼
の
場
合
に
於
て
は
頎
主
は
賃
偕
料
の
全
部
又
は
一
部
を
收
め
、是
の
場
合
に
於 

て
は
農
民
に
庸
役
と
し
て
知
行
を
耕
作
す
る
の
義
務
を
課
し
て
農
民
は

一

擧
，に
し
て
隸
農
と 

な
れ
り
。
か
く
の
如
く
に
し
て

■

隸
農

t

る
多
數
の
農
民
と
大
地
主
杧
る
少
數
貴
族
と
の
中
問 

に
、貴
族
に
比
す
る
脖
は
そ
の
數

.

の
著
る
し
く
夥
し
き
新
階
級
起
れ
ろ

ft

從
の
階
級
卽
ち
階
級 

總
會
議
に
初
；め
で
召
集
せ
ら
れ
把
る
下
級
貴
族
卽
ち
こ
れ
な
ム
ノ
。

乇
ス
グ
ヮ
帝
國
の
爾
後
の
發
展
は
全
く
西
歐
中
古
の
封
建
制
度
と
そ
の
事
情
を
等
ぅ
し
、知
 

行
を
所
有
せ
る
者
は
先
づ
知
行
を
世
襲
す
る

Q

M

を
得
ん
と
し
次
に
自
由
に
知

_

行
を
處
分
す 

る
の
權
を
完
全
に
亨
有
せ
ん
と
せ

6

。
こ
の
雨
種
の
權
利
は
漸
を
以
て
承
認
せ
ら
る
、
こ

i
 

、
な
り
し
 

'が、第
十
八
世
紀
の
中
葉
に
及
で
は
、當
初
劫
行
の
所
有
と
適
從
の
義
務
と
の
間
に
存

る 名 て 6

し
、密
接
の
關
係
は
殆
ん
ど
消
滅
し

'

か
く
て

H

力
テ
リ
ィ
ナ
第
二
世
は
、卽
位
の
初
め
に 

下
級
貴
族
の
間
に
人
望
を

博

せ
ん
と

し
、®

紀

一
七
六
ニ

年
を
以
て
'單
に
知
行
を
所
有 

の
に
は
隨
從
の
義
務
な
し
と
定
め
杧

6

。

伹
し
露
國
に
あ
，り
て
魏

U

そ
の
事
情
を
異 

は
、X

力
テ
リ
ィ
ナ

.

第
ニ
世
の
當
肺
は
勿
論
、今
日
に
在

6

て
名
な
ほ
、露
國
農
民
の
間
に 

ル
の
隨
從
卽
ち
後
世
の
貴
族
を
給
養
す
る
の
義
務
ば
、當
初
庸
役
と
し
て
農
民
に
課
せ 

6

 

£

の
消
磨
し
難
き
記
憶
の
存
す
る
こ
と
是
な
ろ
。
敌
に
エ
ヵ
テ
リ

.

ィ
ナ
第
ニ
仳
の

' 

あ
6

て
農
‘
民
は
貴
族

.隨
從
.
の
義
務
の
廢

Jh
i

共
に
、農
民
の
貴
族
に
隸
！

r

し
耕
作
地
に 

る
、
の
義
務

3

亦
廒
止

'5

る
可
し
と
豫
期
し
柘

6

。
何
と
な
れ
ば
領
主
卽
ち
貴
族
は 

ァ
ー

.
ル
に
對
し
て
何
等
奉
仕
隨
從

.
の
義
務
を

S

負
は

^

れ
ば
な

.

6

。

今
！！！

露

國

農

民
 

の
大
多
數
は
本
能
的
に
、露
國
の
土
地
の
本
來
の

.
所
有
者
は
、地
主

^

る
貴
族
：に
あ
ら
岁
し

.
て
、ッ 

K

丨
ル

と

農
民
と
な

6

、隨
て
..ッ
ァ
ー
ル
は
能
く
貴
族
よ
ム
ノ

 

土
地
を
奪
ひ
て

ft

民
於
本
來
所
有 

せ
る
耕
作
地
を
之
に
還
附
し
得
可
し
と
確
信
し
つ
、
あ

6

0

故
■

に
ァ
ン
ト
ン

'

ハルメは

『

貴
族 

の
知
行
を

#

せ
る
農
民
の
大
多
數
に
し
て
、元
來
國
家
の
農
民
杧

6

と
せ
ば
、而

.

し
て
、隨
從
貴
族 

を
：；

給
養
す
る

k

爲
席
役
を
課
せ
ら
れ

t

る
名
の
な

6

と
せ
ば
應
民
の
主
張
の
根
底
に
は
、隸
’農

最 糲 當 ら ッ に す 方 し  
早 朿 峙 れ ア せ る b 1 c

ッ さ に ナ こ
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露
國
の
政
.體亿
付
て

 

,

a
o

の
起
游
た
る

«

史
上
の
經
過
に
關
す
る
正
當
の
見
解
を
舍
菩
せ
る
こ

I
J

を
認
め
次
る
を
得
ず

』 

と
云
へ

-O
S。

(
A

n
t
o

n

 

P
a

lm
e

 

:  

D
ir'  

is
i
s

c
h

e

 

v
e

r
fa

s
s

u
n

g
.  

S
.  

2
6

)

露
國
內
政
上
の

1»

關
杧
る
土
喻
問 

題
を
了
解
せ
ん
と
欲
せ
ば
、須
ら
く
こ
の
史
實
を
記
愴
せ

^

る
可
か
ら
す
。

 

、

四
皇
帝
專
制
時
代

'

皇
帝
專

泡

勝
代
!c

入
.
や
、獨
裁
政
治
に
制
限
を

加
へ
ん

と
の
運
動

ft

數
ば
試
み
ら
れ
し
$
、隸 

農
廢

J t

以
前
の
階
級
的

運
動
と
、

隸
農
廢

JL

以
後
の
立
憲
的
運
動
，こ
の
間
に
は
、自
ら
雲
咒
の
问 

違

あ
4

。
こ
の

根
本
の

區
別
は
從
來
充
分
に

注
意
せ

ら
れ
次

6

し
點
な
れ
ど
、彼
備
大
帝
の
崩 

後
モ
ス
グ
ヮ
の
舊
貴
族
^
彼
得

滕
代
に
榮
達
ぜ

る
-名
の
と
、外
國
ょ

6

招
聘
せ
ら
れ
允
る
？
の
 

と
を
籠
絡
し
て
析
共
に

最
高

*

密
院
を
設
け

ツ
ア

j

ル
を
戴
き
て
貴
族
畋
治
を
行
は
ん
と

と
 

る
於
如
き
は
階
級
的
運
動
の
適
例
杧

4

0

こ
の

樞
密
院

は
彼
得
の
女

'

ク
ル
リ
ヤ
ン

デ

ア

公
配 

ア
ン
ナ
を
擁
立
し
、再
婚
せ

.

次
る
こ
と
、そ
の
協
餐
を
經
岁
し
て
は
皇
嗣
を
指
名
せ
次
る
こ
と
を 

始

と
し
て
、そ
の

同
意
な
く
ん

ば
，宣
戰
せ
步
、

«

和
せ
>

、位
民

に
租
税
を
.課

せ
ず
、國
庫
の
收

入
を 

消
費

せ
す
、內
外

A

を
任
用
せ
支

-

文
武
の
官
吏
を
大
.佐
相
當
官
以
上
に
進
級
せ
次
る
こ
と
、叉
裁 

判
に
依

.
る
に
在
ら
梦
ん
ば
貴
族
の
生
命
財
產
滎
擧
を
渕
奪
せ
次
る
こ

I

を
、_
立
の
條
件
と
し

41

t
 

6

。
最
後
に
ァ
ン
ナ
は

『

K

IC

し
て
若
し
こ
の
誓
約
に
背
か
ん
か
、朕
は
露
國
の
帝
位
を
失
ふ 

可
し

』

と
の
誓
詞
を
要
求
せ
ら
れ
杧

6

。
こ
の
舊
貴
族
の
運
動
に
ん
て
成
功
せ
ん
が
、露
國
の
政 

體
は
一
變
し
て
波
蘭
の

如
く

君
主
制
の
形
式
の

み

を

存
せ
る
、貴
族
的
共
和
政

X

傾
き
し
な
ら

- 

ん 

而
^P

 

モ
ス

//
グ
ヮ 

滕
代
に
ッ
ァ
ー
ル
の
隨
從
杧

6

し
下
級
新
貴
族
は
、激
烈
に
こ
の
上
流
舊
貴 

唉
の
異
圖

1C

反
對
し
杧

6

し
を
以
て
ァ

ン
ナ
は
遂
に
こ
の
條
件
に
對
す
る
誓
約
を
無
視
し
最 

髙
樞
密
院
を
廢

.*

し
^

6

。
西
紀

一

七
ニ
六
年
萵
等
樞
密
院
組
織
^
れ
國
事
の
諮
詢
を
受
く 

る
乙
と
、
な
る
や
、ぺ
テ
ル
駐
剳
の
佛
國
公
使
力
ム
ブ
ル
ド
ン
は
、之
を
評
し
て
'英
國
叉
は
瑞
典 

の
政
#

に
玫
は
ん
と
す
る
の
第
一
步
な

6

と
云
；5

し
が
、舊
貴
族
の

.

殿
將
ィ
ヮ
ン
，ッ
ル
ベ

ッ 

キー

は
西
紀
一
七
五

◦

年
を
以
モ

C

の
世
を
謝
せ

6

。

英
1

な
る

エ
ヵ
\ア
リ
ィ
ナ
第
ニ
世

は、佛

B

'r'
\

シ
グ

&

ぺ
デ

ス
ト
の

寧
說
に
動
力
さ
れ
西 

K

,

一
 

七
六
七
年
貴
族
僧
侶
市
民
農
民
哥
薩
克
等
を
し

<

代
議
士
を
選
出
せ
し
め
、法
典
改
正
の 

問
題
に

付
て
、

協
議
を
開
か
し
め
し

&

、そ
の
目
的
を
達
せ
す
し
て
北
地

|
り。

降
て

西
紀
一

八
〇
 

九
年
に

ス
ぺ
ラ
*
ン
ス
キ

、が

ァ
レ
グ
サ
ン
ド

ル
第
一

世
の
命
に

よ
り
て
、

起
草
し

.tt
6

.

し
憲
法
草 

案
^P
®

人
の
誤

V

信
ず
る

&

如
く
、立
憲
思
想
に
基
け
る
考
に
あ

ら

ざ
A
V
き
。

卽
A

こ
の

草
案

露
國
の
政
髅
亿

.
付

て

、

».
四

一



!

和
I

i

y
|响 r

amsni

m

露
國
の
政
體
に
付
て
，

 

,. 

西
ニ

に
し

i

f

れ
ん

.

3

國

は

立

證

袭

妻

し

5

て
波

f

模
範

i

る
典

I

貴

族
®

の
國
家
と
な

〜

ジ
し

I

ん
、こ
れ
全
く
從
摩

■

の
看
過
-せ
る
所
な

6

き
。

K

£

l

の
 

晚
年
に
及
ん
で
西
紀
一
八
一
九
年
を
以

て

ノ
グ

.才シ
ル
チ
エ
フ
の
起
稿
せ
る
法
案
名
亦
、同一

の
精
？

基

f

 

5

 y

し
v

、
2

用

馨

波

馨

ょ

A

s

し

ま

る

|

多
く
、明
に
を 

の
波
蘭
の
制

f

規
範
と
甘

t

 

S

乏

I

示
^
 

6

0
 

®
人

S
-

知

i

る
S

 

く
當
脖
創 

設
せ
ら
れ

fc
-

る
制
度
に
し
て
、惟

6

能

く

後
代
に
遺
れ
る
帝
國
參
事
院
は

、ツ

ア

ー

ル
の
勅
選
せ 

る
議
f

以
て
組
織
さ
れ
、立
法
行
政
司
法
に

關

す
る

諮

詢

機

關

..と

し

て

を

の

下

に

立

て

，り。
 

タ
爵
プ
オ
ン

.

ス
タ
イ
ン
は
西
紀
一
八
一
七
年
ブ
口
イ
セ
ン
に
參
事
院
を
設
け
ん
と
す
る
や
、之 

を

評

し

て

憲

法

を

施

け

る

國

家

に

ぁ

6

て

は

無

用

の

長

物

な

6

と

云

ひ

し

,

、こ

の

言

は

後

し
 

て

以

,5

露
國
參
事
院
の
上
に
倚
ふ
る
こ

.

と
を
得

^

し
。

一一コ

ラ
イ
時
代
の
政
爭
に
付
て
研
究
す

.

み
者
は
、何
人

$

隸
農
制
度

.

を

維

，持

し

つ

、
、
吋

婶

に
 

近
代
の
憲
法
を
貰
施
せ
ん

と

す

る
名
、到
底
不
可
能
：

な

る
を
認
め
ん
。

ア
レ

.
グ

サ

ン
ド

ル
箩一 

世
名
將
た
そ
の
命
仿
墓
へ

る

，
一
〒
ラ

イ
第

一
世
.
％
共
に
隸
農
制
度

の
弊
害
を
十
分

.に

意
識 

せ
し
名
而

^p

貴
族
の
抵
扩
を
無

®

し

て
迄
5

Z

於
廢
止
を
斷
行

す

る

の

輿
氣

な

く

、隨
て

そ

の

實
施
せ
る
改
苹
は
、價
値
極
め

<

乏
し
く
、何
等
實
際
の
效
果
を
名
生
せ
？

4

き
。
専
制
政
治
の 

範
H

內
に
於
て

a

狀
に
改
善
を
加
ふ
る
の
困
難
な
る
を
看
破
す
る
や
ム
ラ
グ
ィ

m

 

•プ
の
如
き 

少
壯
氣
銳

.

の
.
.人
士
は
自

/;
>

ら
急
1

な
る
政
治
上
の
運
動
を
こ
と
、
し
て
、君
主
の
椎
カ
を
®
限 

T

る
の
制
度
を
立
て
ん
と
し

'

。へ
ス
テ
ル

■の
如
き
一
帮
少
數
の
の
は

_

%

西
ポ
共
和

_

ク
建

Kk 

を
さ
へ
夢
想
す
る
に
至
れ

6

。
勿
論
隸
農
制
度
の
存
す
る
限

6

、こ
の
共
和

!a

は
必
卞
•や
貴
族 

的
共
和
國
杧
ら
す
ん
ば
ぁ

ら

す。

，

か
く
て
ナ
ポ
レ
ォ
ン

»

代
に
於
て
、西
歐
ょ

.
6

露
國
に
輸

人 

せ
ら
れ

^

る
急
進
的
近
世
思
想
は
、波
蘭
を
模
範
と
な
せ
る
貴
族
年
來
の
理
想
と
相
交
錯
し
て
、
 

妓
に
新
思
潮
を
醱
酵
せ
し
め
西
鈀

一.

八
ニ
五
年
十
二
月
の
所

®

、十
土
月
黨
の
飯
.亂
を
見
る
に 

至
れ
6

0
 

> 

,

1

比
露

M

の
有
識

ll
t

^

i

し
て
知
ら
る
、

3

の
.
、
M

芽
は
夙
に
此

’
|

~
ニ
月
黨

.
の
叛
亂
に

®; 

し
て
之
を
認
む
る
を
得
可
く
、こ、の
社

#

は
元
來
國
民
中
の
一
少
部
；分
に
過
ぎ
ヤ

」

,

6

し
名
、益 々

專
制
改
治
に
對
す
る
反
抗
の
氣
炎
を
高
め
お

6

。
當
初
之
，

U

屬

せ
し
t

t

貴
族
中
の
自
由
主
義 

者
の
み
に
北

6

し
於
、ァ
レ
グ

.

サ
ン
ド
ル
第
一
，世
以
來
殊
に
急
激
の
步

IM

を
以
て
こ
コ
一
フ
ィ
第 

1

此
以
枣
爾
他
砦
級
の
子
弟
名
亦
官
史
と

.し
て
政
府
に
、奉
職
せ
る
結
果
、之

C

加
は
る
ゝ
こ
と
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政
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"
な

れ
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露

國

の

帝

室

は

彼

得

大

帝

以

來

貴
？

妨
け
て

、

f

 

g

る
I

s

を

構

成

す

る

ノ
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i

 

"

f

t

に
し
て
權
カ
過
大
な 

、
 

し

,̂

サ
A

ソ
こ
の
目
勤
を
達
せ
ん
が
爲
宫
史
の
問

C

. 

f

呢
1

設
W

て
之
を
十
四
等
に
分
も
九
笤

^

ド
i

一
 

弋
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昝
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臬
@
忽
に
世
襲
貴
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待
遇
を
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，
と

R

佐
に
政
府
は
そ
の
需
要
せ
る
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數
の
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